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１．各「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況の説明
基本原則「１．自律性の確保」
遵守状況

遵守原則１−１　教育研究目的の明確化、理解の獲得
遵守状況
エクスプレインの種類

「遵守※」
一部もしくは全ての重点事項が達成できていないが、遵守原則の目的は達成できている

「遵守※」

「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況（取組状況）の詳細等

実施項目１－１のうち、１項目が未達成ではあるが、遵守原則１
－１の「遵守原則の遵守方法に係る説明」に示すとおり、遵守原
則１－１「教育研究目的の明確化、理解の獲得」は遵守できてい
る。また、基本原則「１．自律性の確保」についても、寄附行為
や建学の理念に沿って策定した長期ビジョン、中期プランをもと
に、独立した学校法人運営を継続して実行していることから、当
法人は自律性を確保できていると判断し、「遵守※」とした。

遵守原則の遵守方法に係
る説明

建学の理念「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」を
もとに定めた本学の目的を学内外に明示するとともに、これらを
もとに策定した中期プランⅠ（2024-2028)に基づき、事業活動を
推進している。また、学長をはじめとする学内関係者が出席する
確認会議を隔年で開催することとし、進捗状況を点検・評価する
など、ガバナンス機能の向上に努めている。
なお、実施項目１－１「④中長期計画において、理事長をはじめ
政策を策定、管理する人材の育成、登用の方針を盛り込む。」に
ついては、取り組むべき課題と認識しており、今後検討を行う
が、教育研究目的を本学ウェブサイトをはじめとする各種広報媒
体で広く社会に示すとともに、アンケート等によりステークホル
ダーから意見を収集するなど、理解活動に努めており、遵守原則
１－１を「遵守※」と判断した。

基本原則の遵守方法に係
る説明



基本原則「２．公共性の確保」
遵守状況

遵守原則２−１　有益な人材の育成
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則２−２　社会への貢献
遵守状況
エクスプレインの種類

コードの記載通りの方策により遵守している

コードの記載通りの方策により遵守している

「遵守」

「遵守」

遵守原則の遵守方法に係
る説明

建学の理念に基づき、中期プラン、事業計画、３つのポリシーを
策定するとともに、2020年度に新キャンパスを竣工、2022年度に
学部新カリキュラムを施行するなど、有益な人材育成に向けた教
育研究環境の整備に努めている。また、自己点検評価やIR活動を
通じたPDCAサイクルにより、教育研究活動の高度化に取り組ん
でおり、遵守原則２－１を「遵守」できている。

「遵守」

遵守原則の遵守方法に係
る説明

社会貢献・社会連携に関する方針に基づき、教育面では「学外実
習への本学学生の企業派遣」や「社会人の学生受け入れ」、研究
面では文部科学省「マテリアル先端リサーチインフラ事業」によ
る研究設備の利用促進などの産学連携活動を推進している。ま
た、天白区との連携協定締結や地域活動への学生参加などの地域
連携、県内他大学との連携、TTIC（豊田工業大学シカゴ校）をは
じめとする大学・研究機関との国際連携等を通じ、社会貢献活動
に取り組んでおり、遵守原則２－２を「遵守」できている。

基本原則の遵守方法に係
る説明



基本原則「３．信頼性・透明性の確保」
遵守状況

遵守原則３−１　法令の遵守、社会貢献
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則３−２　理事会による執行、監督機能の実質化、不正防止制度整備　
遵守状況
エクスプレインの種類

「遵守※」

コードの記載通りの方策により遵守している

一部もしくは全ての重点事項が達成できていないが、遵守原則の目的は達成できている

「遵守」

「遵守※」

基本原則の遵守方法に係
る説明

当法人は、トヨタ自動車の社会貢献事業の一環として設立されて
おり、工学研究を通じた価値創造と社会への還元を常に念頭に置
いて教育研究活動を行っている。また、その活動状況や成果は
様々な手段により情報発信をしており、社会に対する説明責任を
果たしている。これらの取り組みにより、基本原則「３．信頼
性・透明性の確保」を実施できていると判断し、「遵守※」とし
た。

遵守原則の遵守方法に係
る説明

監事監査規則に基づき監事監査計画を定めている。監査を実施
し、理事会で報告している。また、2018年に監事支援室を設置
し、監事支援体制を整備している。監事会を年３回実施するとと
もに、会計監査人および内部監査室と三様監査意見交換会を開催
し、監事機能の実質化を図っている。監査結果は、理事会におい
て監事が報告を行っている。その他、監事に対する研修機会を提
供して監事機能の向上に努めるなど、社会からの理解と信頼を確
保する活動に取り組んでおり、遵守原則３－１を「遵守」できて
いる。

遵守原則の遵守方法に係
る説明 法令等の遵守に係る基本方針・行動基準を定めた就業規則等の諸

規程を学内公開し、学内周知を図るとともに、トヨタ学園公益通
報等に関する規則を定め、内部通報の対応体制を整備している。
また、内部監査規則に基づき内部監査室を設置して、本学への信



遵守原則３−３　積極的な情報公開
遵守状況
エクスプレインの種類 コードの記載通りの方策により遵守している

「遵守」

遵守原則の遵守方法に係
る説明 情報公開・開示に関する規則および広報規則に基づき、正確性・

透明性の確保、迅速かつ網羅的な収集および公表に留意しつつ、
教育研究活動および財務に関する情報を本学ウェブサイト等で公
開している。また、公開内容は幅広いステークホルダーの理解が
得られるよう、ホームページの配置や常識的で平易な表現などの
工夫に努めている。
事業報告書にて、本学活動の進捗状況と自己点検結果を公表する
とともに、認証評価結果等の外部評価に関する情報を公開してい
る。公表した情報は、学生を派遣する企業や連携大学、地域住民
等から定期的に意見を伺い、本学の政策に反映する取組・体制を
整備しており、遵守原則３－３を「遵守」できている。

頼を損なう可能性がある法令違反・不正行為等の学内リスクをと
りまとめ、監事会および理事会で報告している。その他、監事・
会計監査人・内部監査室による三様監査を行うなど、理事会によ
るガバナンスを担保する内部統制体制の整備・拡充に取り組んで
いる。
なお、実施項目３－２「②役職者の選解任過程の開示、役職者の
報酬の決定方法の開示、一定額以上の報酬を得ている役職者の報
酬の開示等によって、透明化を図る。」については、現状、評議
員の報酬に関する情報は現在開示していないが、私学法改正に合
わせて規程化し、公表する予定である。また、学長の選解任過程
の透明化についても、今後検討すべき課題と認識している。
全学的な取組は継続して実行しており、理事の監督機能や不正防
止に関する制度整備は十分に行っていると判断し、遵守原則３－
２を「遵守※」とした。



基本原則「４．継続性の確保」
遵守状況

遵守原則４−１　大学運営に係る諸制度の実質化、自律的な大学運営
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則４−２　財政基盤の安定化、経営基盤の強化
遵守状況
エクスプレインの種類

一部もしくは全ての重点事項が達成できていないが、遵守原則の目的は達成できている

「遵守※」

「遵守※」

遵守原則の遵守方法に係
る説明

「遵守」
コードの記載通りの方策により遵守している

基本原則の遵守方法に係
る説明 当法人は、建学の理念に基づき、教育研究活動の維持・継続およ

び発展に努めるため、現時点においては強固な財政基盤・経営基
盤をもとに自律的な大学運営を推進しており、基本原則「４．継
続性の確保」を実施できていると判断し、「遵守※」とした。

遵守原則の遵守方法に係
る説明

寄附行為等の定めに基づき、大学運営に係る政策の策定責任者は
理事長、管理責任者は学長および常務理事が務めている。
関係法令に基づき、理事会、監事および評議員会等の役割につい
て寄附行為に適切に規定するとともに、それに基づく適切な運営
を行っており、有効な相互牽制が働いている。理事会・評議員会
の組織運営にあたっては、外部人材の積極的な登用、学校法人の
規模を踏まえた適正な評議員定数を遵守している。
また、大学運営に関する方針に基づき、教学運営組織と法人組織
との役割・権限・責任を教授会規則等で明確化するなど、ガバナ
ンス機能の実質化に努めている。
なお、実施項目４－１「⑬ダイバーシティ推進のため、法人に関
係する全ての人の人権を尊重し、個性と能力を十分に発揮できる
環境を構築する体制を整備する。」については、担当部署の取組
は実施しているものの、大学全体としての体制整備や取組方針の
設定は、更なる推進が必要と認識している。
全体として、大学運営に関する諸制度は整備・機能しており、自
律的な大学運営を行っていると判断し、遵守原則４－１を「遵守
※」とした。

寄付金については、本学の目指す将来像をビジョンとして明確化
するとともに、大口寄付者への理解活動を積極的に行う。また、
2020年度に新キャンパスが完成するなど、教育研究環境の充実・



安定化に努め、今後は本学OBを中心とした個人寄付の拡大を図る
予定である。
研究に関する外部資金についても、本学教員の活発な研究活動に
より高い水準を維持している。
また、新型コロナウイルス感染症や大規模地震災害等などの危機
対応として、本部組織による指揮管理、BCP計画の策定、想定訓
練の定期実施などにより危機管理体制を整備している。
このように財政基盤の安定化と経営基盤の更なる強化に日々努め
ており、遵守原則４－２を「遵守」できている。
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